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対策なし、高反射化、緑化で52.3 GJ、50.4(-1.8) GJ、46.0(-6.3) GJとなる。都市に吸収される熱量は、建物内に透過により流入する日
射量と換気により流入する顕熱量の合計で 3ケースとも同程度の 4.4GJ となる。都市から流出する熱量と吸収する熱量の差し引きか












































































































1) 本論文では都市温暖化対策の目的をA) 地球温暖化の緩和(省エネルギー化)、B) ヒートアイランド現象の緩和、C) 都市温暖化へ
の適応の3つに明確に定義し、それぞれの目的に照らした効果を評価するための新たな枠組みと評価モデルを提案し、都市にお
ける建物内外の熱収支を同時に解析することで、都市において壁面高反射化・緑化を行った場合の熱の流れの変化を可視化した。 
2) 本研究で示された都市の建物内外の熱収支の構成要素の配分と、対策を行うことによるその配分の変化に関する定量的な評価は、
機械、建築、都市気候等の分他野の研究者にも多くの示唆を与えるものであると考えられる。 
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※高反射化、緑化のケースでは矢印の長さが各々の項目
の絶対量を示し、対策なしに比べ増加した項目は赤色、
減少した項目は青色の矢印で示す。矢印の脇の数字は
対策なしからの増減を示す。
